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和歌山平野農地防災事業において部分改修するため池の試験湛水計画について、土地改良事

業計画設計基準・計画「ダム」で規定されている試験湛水を参考に、その細部要件と実施フロ

ーについて検討した。また、本事業にて改修した森ノ池にて、暫定的に実施した試験湛水の結

果と今後確認が必要な事項について整理した。 
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1.  はじめに 

和歌山平野地区（以下、本地区という）では、降雨形

態の変化や都市化の進展に起因する流出形態の変化によ

って、農業用排水施設の排水機能が不足する状況となっ

ており、しばしば農地、農業用施設等の湛水被害が生じ

ている。和歌山平野農地防災事業は、地区内の排水機場

及び農業用排水路等の整備により地域の排水機能を回復

し、農業生産の維持及び農業経営の安定を図るものであ

る。 
本地区では、排水機能の回復にあたり、排水路周辺に

宅地等が近接し、工事施工が困難であること等から、排

水路を断面拡幅することができない箇所についてはピー

ク流出量を低減するため、ため池の改修（洪水吐の切り

欠きによる洪水調節機能の付与）を実施している。この

ような目的で改修したため池は、工事完了後、管理者（

関係市）に引渡す。引渡しに当たっては、当該施設が安

全かつ確実に貯水可能か事前に確認する必要がある。通

常、堤高が 15m を超えるダムでは｢土地改良事業計画設

計基準・計画「ダム」1)｣（以下、ダム基準という）に

基づき、試験湛水を実施することになっているが、堤高

15m 未満のフィルタイプ（土構造）の農業用ため池にお

いて適用される土地改良事業設計指針「ため池整備」2)
（以下、ため池整備指針という）では、ため池工事施工

後に実施される試験湛水の方法について記載されていな

い。 
また、ため池工事は、部分改修のみでよい場合も多く

、本地区で改修する 2つのため池である上ノ池・森ノ池

（以下、本ため池という）においても堤体の大部分をそ

のまま残す部分改修となった。一方で、取水設備や洪水

吐施工箇所については全面改修であり、コンクリート構 

造物と堤体が接する部分が水道となりやすい。 
本稿では、部分改修で洪水調節機能を付与するという

条件を考慮した上で、ダム基準で規定されている試験湛

水を参考に、本ため池の機能を確認する試験湛水計画の

細部要件と実施フローについて検討する。また、森ノ池

にて、暫定的に実施した試験湛水の結果と今後確認が必

要な事項について整理する。 
 

2. 上ノ池・森ノ池の概要 

上ノ池・森ノ池は和歌山県紀の川市地内に位置する親

子池であり上ノ池が上流、森ノ池が下流である。両池の

改修前後の諸元を表-1に示す。また、航空写真を図-1、 

表-1 上ノ池・森ノ池の改修前後の諸元 

項目 
上ノ池 

※（改修前） 
森ノ池 

※（改修前） 
備考 

堤高 
5.6m 
(5.4m) 

4.8m 
(5.2m) 

改修前はため池

台帳より。 
天端標高は改修

後も同じ。 

常時満水位 
（FWL） 

EL=67.19m 
(EL=67.71.m) 

EL=62.92m 
(EL=63.47m) 

上ノ池(改修前-
改修後)： 
-0.52m 

森ノ池(改修前-
改修後)： 
-0.55m 

洪水調節量 
0.182m3/s 

(―) 
0.331m3/s 

(―) 
合計：0.513m3/s 

緊急放流工 
あり 

（なし） 
あり 

（なし） 
－ 

改修断面 
傾斜遮水ゾー

ン型 
（均一型） 

傾斜遮水ゾーン

型 
（均一型） 

－ 
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洪水調節機能付与のイメージを図-2、堤体断面を図-3、

に示す。図-3 にて、赤線で囲んでいる範囲が部分改修

の範囲である。なお、2022年5月時点では、森ノ池は竣

工しており、上ノ池は施工中である。 

これらのため池の改修理由は洪水調節機能の付与のため

であるが、現況ため池に洪水調節機能を付与するに当た

り、安定性、付帯施設の健全性などを診断し、必要に応

じた安定性、施設機能を確保するための整備を併せて実

施することとしている。上ノ池・森ノ池はレベル 1地震

動において安定計算を行った結果、上流法面において、

不安定という判定になったため、堤体の部分改修を行う

こととした。堤体改修断面については、傾斜遮水型とし

て設計しているが、実施工ではコア土、サヤ土とも同じ

場所から採取した土を締固め、盛立てている。また、た

め池整備指針に基づき、付帯施設（洪水吐、緊急放流工

、取水設備）を改修している。 

 

3.  試験湛水計画の検討について 

(1)  ダム基準における試験湛水実施フローについて 

ダム基準の湛水計画を参考にするため、ダムの試験湛

水実施にあたり、検討が必要な項目及び検討の順序につ

いて、要点を図-4のようにまとめた。 
試験湛水の基本的なフローは、①1.試験湛水計画図の

作成として、(1)～(10)の条件をもとに湛水のパターンを

設定した上で、湛水中のダムの状況について、2.計測及

び監視計画の策定において策定した②(1)計測計画、③

(2)監視計画を実施するというものであり、上記①～③

の計画を策定する必要がある。このうち、②(1)計測計

画とは､堤体及び基礎地盤の変形や浸透水の流れの状態

等を的確に監視するため計測体制（計器選定、計器配置

、計測頻度、計測結果の整理方法等）を計画するもので

 

図-1 上ノ池・森ノ池 

 
図-2 洪水調節機能の付与のイメージ 

 
図-3 堤体断面（森ノ池・上ノ池）※赤線が改修範囲 

 
図-4 土地改良事業計画設計基準・計画「ダム」を参考に作成した試験湛水実施フロー 
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ある。③(2)監視計画とは、緊急時の体制、巡回ルート

及び点検項目を設定し結果を取りまとめるものである。 
以降、この 3 つの計画について、①「1.試験湛水計画図

の作成」を湛水パターン計画、②「2.計測及び監視計画

の策定(1)計測計画」を定量計画、③「2.計測及び監視計

画の策定 (2)監視計画」を巡回・点検計画とする。 
 
(2)  上ノ池・森ノ池における試験湛水計画の細部要件の

設定について 

 

上ノ池・森ノ池における試験湛水計画策定にあたり、

上記の①～③の計画の詳細について検討した。 
まず、①湛水パターン計画について検討する。ダム基

準では、湛水パターン計画の策定にあたり、現地の状況 
を考慮し、 図-4 の(1)～(10)の基本事項を決定すること

とされている。これらを本ため池の条件で整理したもの

が表 2 である。(1)、(2)、(3)、(5)、(9)、(10)については、

本ため池の試験湛水では該当しないため考慮しない。

(4)開始時期及び期間の設定では、取水が少ない非かん

がい期に、試験湛水で確認するべき水位になるように適

宜取水、落水を行うこととした。 (6)貯水位の上昇及び

下降の範囲は、それぞれのため池の緊急放流降下水位か

ら、洪水吐の越流堰の高さまでとした。まず、下降の範

囲の検討においては、以下 2つの水位を比較し水位の低

い緊急放流降下水位を適用することとした。1.ランダム

ゾーンもコアゾーンと同等の遮水性を持っていることか

ら、均一型のダムで懸念される間隙水圧の残留の影響を

考慮するための非かんがい期の管理水位（上ノ池：

EL66.77m、森ノ池：EL62.42m）2.緊急放流時における降

下水位（上ノ池：EL65.96m、森ノ池：EL62.08m）。次に

上昇の範囲は、洪水調節機能を持っているため、越流堰

の高さまでとした。なお、越流堰までの貯水の確認のた

めには、切り欠きを堰板等でふさぐ必要がある。また、

(7)貯水位の上昇及び下降の速度は、ダム基準で規定さ

れている 1.0m/日以下とした場合、ダムと比べて堤高が

低い本ため池では、水位変化による影響を詳細に確認で

きないため、原則、0.5m/日以下とした。ただし、常時

満水位から緊急放流降下水位までの落水では、緊急放流

工の機能（森ノ池では0.840m/日、上ノ池では1.23m/日下

降）の確認のため、1.5m/日以下で行うこととした。(8)
貯水位の上昇・下降における保持水位と保持日数につい

ては、フィル型のダムでは、堤体内等の浸透流が定常状

態になるまで時間を要することからダムの基準で規定さ

れている保持期間の最大日数を設定した。 
 上記を考慮し、森ノ池をモデルに試験湛水の基本パタ

ーンを示したものが図-5である。 
次に②定量計画について検討する。ため池整備指針の

みならず、ダム基準においても、この計測項目・頻度に

表-2 上ノ池・森ノ池における湛水パターン計画の基本事項の整理 
土地改良事業計画設計基準・計画

「ダム」基本事項 
上ノ池・森ノ池における適用 備考 

(4)開始時期及び期間  非かんがい期 流入量、流出量の管理調整がかんがい期と比較して容易。 

(6)貯水位の上昇及び下降の範囲  
上ノ池：EL65.96m～EL67.50m 
森ノ池：EL62.08m～EL63.70m 

・上昇範囲：洪水調節機能を持っているため、洪水吐越流堰

高さを採用。 
・下降範囲：緊急降下水位を採用。 

(7)貯水位の上昇及び下降の速度 
0.5m/日以下 

（常時満水位からの下降時は1.5m/日
以下） 

堤高が低いことを考慮し、ダム基準の速度を半減させた0.5m/
日以下とする。なお、緊急放流の確認のため、常時満水位か

ら下げる際には1.5m/日とする。 

(8)貯水位の上昇・下降における保持

水位と保持日数 

常時満水位保持期間：30日以上 
洪水吐越流堰の高さの水位保持期

間：2日以上 

堤体内等の浸透流が定常状態になるまで時間を要することか

ら、ダム基準における最大日数に設定。 

 
図-5 試験湛水パターン （森ノ池の場合） 
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ついて明確な規定がない。「農業用ため池試験湛水観測

手法の確立（鈴木、菅原、2013）」3)では過去に実施し

たため池の試験湛水の結果、決まった項目・頻度で計測

し、経時変化図､貯水位と各観測値の関係図を整理する

ことで、安全性を確認できるとしている。これを参考に 
した上で本ため池の条件を反映し計画した定量計画につ

いて表-3のように整理した。なお、(1)貯水量、(3)表面変

位の確認は可能であるが、(2)漏水量は法先ドレーンを

設置していないので漏水が明らかな場合でないと計測で

きない。 
最後に③巡回・点検計画について検討する。ダム基準 

を参考に、水道になりやすいコンクリート類と堤体盛土

の境界付近を重点的に点検箇所に設定し､点検結果につ

いて、図-6のような管理日誌にとりまとめるものとした

。試験湛水中、1日 1回の頻度で実施する。 
 
 (3)  上ノ池・森ノ池における試験湛水計画の実施フロー

について 

 

最後に試験湛水実施フローを検討した。ダム基準では

、湛水パターン、堤体挙動分析、巡回・点検をすべて計

画・実施する。本ため池は部分改修であるため、堤体の

太宗は旧堤体土がそのまま残るが、取水設備や洪水吐に

ついては全面改修であるため、新設の場合と同等の確認

が必要であると考える。これらを踏まえ、本ため池の試

験湛水では、①湛水パターン、③巡回・点検のみを先に

計画・実施し、巡回・点検において、堤体のすべり･変

形､下流面湿潤部の有無等が確認された場合、必要に応

じて、計器を用いる②定量を行うこととした。これをま

とめたものが図-7である。 
 

4. 試験湛水の結果及び今後の確認事項 

現在上ノ池が施工中であることから、森ノ池の流入

量、流出量を制御できない。そのため、正式な試験湛水

は上ノ池の竣工後、併せて実施するものとし、今回は暫

定的に巡回・点検及び貯水位の計測のみを実施した。結

果としては、概ね常時満水位まで湛水した状態で 30 日

以上貯水し、巡回・点検時、堤体に異常は見られなかっ

た。今後実施する正式な試験湛水では以下の確認を行う

表-3 上ノ池・森ノ池における定量計画の整理 

観測項目 計測頻度 
上ノ池・森

ノ池におけ

る適用 

上ノ池・森

ノ池におけ

る計測方法 

(1)貯水量 1回/1日 実施可能。 
量水標を設

置し目視。 

(2)漏水量

(L/mm) 
1回/1日 観測不可。 

漏水箇所を

ビーカーで

計測。 

(3)表面変位 

上昇・下降

時：1回/1m程

度 
水位保持期

間：1回/2日 

実施可能。 

傾斜センサ

（新規設置

が必要）、

もしくは定

点測量。 

 
図-7 上ノ池・森ノ池における試験湛水実施フロー 

 
図-6 点検様式（森ノ池） 
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必要がある。1.切り欠きに堰板を設置して洪水吐越流堰

の高さまで貯水できるか確認すること。2.緊急放流降下

水位まで落水を行い異常がないか確認すること。 
 

5.まとめ 

部分改修を行う本ため池における試験湛水の計画フロ

ー及び細部要件についてダム基準等を参考に、試験湛水

計画を策定した。今後、実際に試験を実施の上、 

新たに検討を要する事項が発生した場合はそれを整理

し、試験湛水計画の精度をあげていきたい。 
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